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【詳細は２頁以降に掲載】

　住友林業㈱新居浜山林事業所と嶺北森林管理署は、社

有林と国有林の共同施業団地の設定を行いました。
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四
国
森
林
管
理
局
は
、
四
国
の
一

割
に
当
た
る
十
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
国
有
林
を
管
理
経
営
し
て
お
り
、

多
様
化
す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
つ
つ
、
国
土
の
保
全
や
地
球
温

暖
化
の
防
止
に
向
け
た
森
林
の
整

備
・
治
山
事
業
、
森
林
環
境
教
育

の
実
施
や
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
の
提
供
な
ど
「
国
民
の
森
林
（
も

り
）」
と
し
て
適
切
な
国
有
林
の
管

理
経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、「
国
民
の
森
林
（
も

り
）」
に
相
応
し
い
、
よ
り
「
開
か

れ
た
国
有
林
」
を
目
指
し
、「
美
し

い
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
～
水
と

森
林
に
つ
い
て
考
え
る
～
」
を
テ
ー

　

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
は
、
森
林

の
有
す
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
機

能
を
よ
り
高
め
る
間
伐
等
の
森
林

整
備
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
森
林
整
備
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
森
林
を
所
有
形

態
で
分
断
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定

の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
取
り
扱
う

こ
と
、
整
備
に
不
可
欠
な
作
業
道

を
効
果
的
に
配
置
す
る
こ
と
等
に

よ
り
、
森
林
整
備
の
効
率
化
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
嶺
北
森
林
管
理
署
と

住
友
林
業
㈱
新
居
浜
山
林
事
業
所

は
、
高
知
県
い
の
町
本
川
地
域
に
所

在
す
る
国
有
林
四
九
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
住
友
林
業
㈱
社
有
林
二
二
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
合
計
七
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
つ
い
て
、
二
箇
所
の
共
同
施
業
団

地(

戸
中
二
八
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
葛

原
四
二
九
ヘ
ク
タ
ー
ル)

を
設
定

し
、
平
成
二
一
年
八
月
六
日
に
「
い

の
町
本
川
地
域(

戸
中･

葛
原)

の

森
林
整
備
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
は
、

民
有
林
と
国
有
林
が

連
携
し
て
作
業
道
の

開
設
や
間
伐
等
の
森

林
整
備
を
適
切
、
か

つ
効
率
的
に
行
な
う

と
と
も
に
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
促

進
し
、
健
全
で
豊
か

な
美
し
い
森
林
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
四
国
森
林
管
理
局
と
住
友
林
業

㈱
は
、
こ
の
協
定
を
機
に
、
こ
の
取

組
が
今
後
、
地
域
に
広
が
り
根
付
く

よ
う
、
周
辺
民
有
林
所
有
者
に
対
し

て
も
森
林
共
同
施
業
団
地
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
地
域
に
は
、
国
有
林
と

住
友
林
業
㈱
社
有
林
が
隣
接
し
て
所

在
す
る
箇
所
が
多
く
、
森
林
整
備
の

た
め
の
作
業
道
等
を
開
設
す
る
場

合
、
互
い
に
協
議
し
て
開
設
す
る
方

が
効
率
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
定

の
ま
と
ま
り
を
持
つ
国
有
林
と
住
友

林
業
㈱
社
有
林
と
で
共
同
施
業
団
地

に
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
、

国
有
林
と
会
社
有
林
と
に
よ
る
共
同

施
業
団
地
の
設
定
は
、
四
国
で
は
初

の
取
組
と
な
る
も
の
で
す
。

マ
に
、
平
成
二
一
年
八
月
八
日
四

国
森
林
管
理
局
会
議
室
に
お
い
て｢

国
有
林
公
開
講
座｣

を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
五
八
名
の
参
加
が
あ

り
、
森
林
管
理
局
よ
り
森
林
の
役
割

や
森
林
管
理
局
の
業
務
に
つ
い
て

紹
介
し
た
後
、
参
加
頂
い
た
皆
様
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

○�

四
国
の
山
は
一
つ
な
の
で
、
民
有

林
と
国
有
林
が
連
携
し
た
森
林

整
備
が
重
要
。

○�

天
然
林
が
主
体
の
国
有
林
を
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
癒
し
の
場

と
し
て
の
整
備
を
進
め
て
欲
し

い
。

○�

水
源
地
や
渓
流
沿
い
の
森
林
は
、

桜
や
紅
葉
を
残
す
な
ど
景
観
に

配
慮
し
た
施
業
も
必
要
。

な
ど
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

森
林
管
理
局
と
し
ま
し
て
は
、
今

後
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
業
務
に
活

か
し
、
地
域
の
皆
様
の
目
線
に
立
っ

た
、
安
全
・
安
心
な
国
土
づ
く
り
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

効
率
的
な
作
業
道
を
核
と
し
た
森
林
整
備
推
進
協
定
の
締
結

～
四
国
で
初
め
て
の
会
社
有
林
と
国
有
林
の
協
定
締
結
～

〈
嶺
北
森
林
管
理
署
〉

　
国
有
林
公
開
講
座
を
開
催

〈
企
画
調
整
室
〉
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八
月
二
二
日
、『「
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
を

次
代
へ
」
～
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
の

取
組
～
』
と
題
し
て
当
セ
ン
タ
ー
主

催
に
よ
る
公
開
講
座
を
安
芸
署
管
内

の
千
本
山
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
我
が
国
を
代

表
す
る
天
然
ス
ギ
で
あ
る
ヤ
ナ
セ
ス

ギ
の
純
林
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

そ
の
天
然
更
新
技
術
の
確
立
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
国
民
の
皆

様
に
こ
の
技
術
開
発
の
取
組
を
理
解

し
て
頂
く
と
と
も
に
、
林
立
す
る
ヤ

ナ
セ
ス
ギ
の
雄
大
さ
と
美
し
さ
を
肌

で
感
じ
て
頂
く
た
め
、
昨
年
度
に
続

き
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
一
般
公
募
に
て
募
集
し
た

三
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

技
術
開
発
の
取
組
を
紹
介

～
現
地
公
開
講
座
を
開
催
～

〈
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
〉

　

午
前
中
は
（
独
）
森
林
総
合
研
究

所
四
国
支
所
が
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
の
天
然

更
新
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
千
本
山

試
験
地
に
お
い
て
、
天
然
更
新
の
取

組
を
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
ま
っ
た
く
人
の
手
が
入
っ
て

い
な
い
森
林
の
試
験
地
は
あ
る
の

か
」、「
人
工
林
と
天
然
林
の
違
い
は

何
か
」
等
の
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

昼
か
ら
は
馬
路
村
の
森
の
案
内
人

と
千
本
山
登
山
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
林
立
す
る
ヤ
ナ
セ
ス
ギ

の
大
木
を
前
に
感
嘆
の
声
を
漏
ら
す

一
方
で
、
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
の
後
継
樹
の

無
い
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

天
然
更
新
技
術
の
重
要
性
を
実
感
し

た
よ
う
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
魚
梁
瀬
の
山
々

に
こ
の
よ
う
な
天
然
林
が
あ
る
こ
と

に
感
動
し
た
」、「
試
験
地
等
の
見
学

や
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
話
も
聞

け
て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」

等
の
貴
重
な
意
見
・
感
想
を
い
た
だ

き
、
充
実
し
た
公
開
講
座
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
一
年
八
月
二
八
日
、
徳
島

県
・
香
川
県
に
お
い
て
、「
第
一
回

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
ま
ず
ま
ず
の
天

気
に
恵
ま
れ
て
、
四
国
四
県
か
ら
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
一
四
名
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
朝
、
四
国
森
林
管
理
局
を
出

発
、
最
初
の
視
察
地
で
あ
る
徳
島
県

三
好
市
池
田
町
の｢(

独)

水
資
源

機
構
池
田
総
合
管
理
所｣

を
訪
問
し
、

池
田
ダ
ム
を
視
察
す
る
と
と
も
に
同

第
二
管
理
課
長
か
ら
吉
野
川
流
域
の

利
水
状
況
と
ダ
ム
の
機
能
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
し
た
モ

ニ
タ
ー
か
ら
は
、｢

吉
野
川
と
早
明

浦
ダ
ム
は
知
っ
て
い
た
が
、
流
域
の

水
資
源
の
説
明
や
池
田
ダ
ム
で
の
多

目
的
な
利
水
管
理
に
つ
い
て
初
め
て

知
っ
た｣

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
香
川
県
ま
ん
の
う
町
に
あ
る

日
本
最
大
の
灌
漑
用
た
め
池(

満
濃

池)

及
び
そ
の
上
流
域
に
あ
る
柞
多

尾(

く
ぬ
ぎ
た
お)

国
有
林
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
香
川

森
林
管
理
事
務
所
上
席
調
整
官
か
ら

香
川
所
管
内
の
国
有
林
の
概
要
と
森

林
整
備
の
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
、

｢

搬
出
方
法
と
素
材
生
産
の
単
価
の

関
係
は｣

、｢

木
材
価
格
が
低
迷
し

て
い
る
中
で
、
国
は
森
林
整
備
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
政
策
を
取
っ
て
い

る
の
か｣

等
積
極
的
に
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
国
有
林
の

現
地
を
視
察
し
、
森
林
の
働
き
や
国

有
林
の
仕
事
に
つ
い
て
説
明
を
行
う

と
と
も
に
、
吉
野
川
流
域
の
利
水
状

況
や
池
田
ダ
ム
の
機
能
に
つ
い
て
直

接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
水
の
大

切
さ
、
ま
た
、
水
源
地
に
あ
る
森
林

の
重
要
性
や
森
林
整
備
の
必
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

千本山試験地内での説明の様子

魚梁瀬丸山公園にて記念撮影

「
第
一
回
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

勉
強
会
」
を
開
催

〈
企
画
調
整
室
〉

路網と列状間伐の説明

香川の国有林の説明

　

八
月
七
日
、
高
知
市
工
石
山
青
少

年
の
家
と
工
石
山
自
然
休
養
林
に
お

い
て
、「
教
育
関
係
者
の
た
め
の
森

林
環
境
教
育
支
援
講
座
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

教
育
関
係
者
の
た
め
の
森
林

環
境
教
育
支
援
講
座
を
開
催

〈
指
導
普
及
課
〉




